
  

 

寒さや病気の流行が心配される中でしたが、２泊３日の観音山自然体験学習を無事終えること

ができました。子供たちは自然の中を自分たちの力で協力して歩くという活動を通して、集団で

行動することの楽しさや難しさ、また、自然のすばらしさや怖さを体感することができました。

ここで学んだことをこれからの生活につなげていきたいと思います。子供たちがいきいきと活動

できるよう、荷物の準備や体調管理に気を遣っていただき、本当にありがとうございました。 

２月は、いよいよ６年生ありがとうの会に向けて本格的に動き出します。企画・運営は、５年

生が中心になります。「感謝」の気持ちを６年生に届けることはもちろん、来年度、最上級生と

して自分たちが中部小学校を支えていくという自覚をもつことができる大切な行事です。どんな

ことにもまっすぐに、素直に取り組めることが５年生のよいところです。そのよさを十分に発揮

できるように、また、今後の子どもたちの成長につながっていく活動になるようにしっかりとサ

ポートしていきます。  

 

 

 

 

≪２月の行事予定≫ 

日 ＳＵＮ 月 ＭＯＮ 火 ＴＵＥ 水 ＷＥＤ 木 ＴＨＵ 金 ＦＲＩ 土 ＳＡＴ 

     １/３１日 ２/１日 

       

２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 

 さんづけデー 

学年会礼 

代表委員会 

わくわくタイム

校納金振替日 

 

 

 健康の日 ひまわりあり

がとう遠足 

ＰＴＡ親子 

奉仕作業

(６年) 

９日 １０日 １１日 １２日 １３日 １４日 １５日 

 わくわくタイム 

読み聞かせ 

校納金再振替日 

建国記念の日  Ｂ６日課 

さんづけデー 

チャレンジテ

スト（国） 

上学年参観会・

懇談会 

 

１６日 １７日 １８日 １９日 ２０日 ２１日 ２２日 

 委員会 

わくわくタイム 

読み聞かせ 

下学年参観会・

懇談会 

 Ｂ６日課 

チャレンジテ

スト（算） 

A５日課  

６年生ありがと

うの会 

 

２３日 ２４日 ２５日 ２６日 ２７日 ２８日 ２９日 

天皇誕生日 振替休日 

 

Ａ５日課  Ｂ６日課 Ｂ６日課  

磐田中部小学校  

第 5 学年  

令和２年１月３１日 積努  躍進  



  
《お知らせ お願い》 

定着度調査について 
 
先日行われた、国語・算数の定着度調査において、各教科の定着しているところ、課題のある

ところ等をお知らせします。 

 
上記の結果を踏まえ、国語では、漢字や言葉の意味を理解するために、日頃の短文を利用して

語彙の定着をうながしていきたいと思います。また、どのようなことを問われているのか、どの
ように答えればよいのかを理解させるために、授業で答え方を意識した問いを用意し、確認して
いきます。 
算数では、今までの学習を生かす場面で、既習内容が正しく理解できているか確認しながら学

習を進めていきます。また、分度器やコンパスなどの用具を正しく使えるように改めて指導して
いきます。 
２月には、「５年生のまとめ」の問題集に取り組みます。繰り返し復習をすることで、基礎的な

力を定着させていきたいと考えています。主に宿題として家庭学習での取組となりますので、家
庭で進み具合や理解度の確認をお願いします。 
 
 
 

 

中学校進学について 
 
中学校生活について、子どもたちとも話す機会があります。「こん

な中学生になりたい。」「中学生になったら、こんなことをしたい。」
という夢や希望に満ちあふれています。進学先について、検討されて
いる御家庭もあるかと思います。学校でも把握しておきたいと思いま
すので、今の時点で受検等をお考えの御家庭がありましたら、担任に
お知らせください。よろしくお願いします。 

 
教科 

 
定着しているところ 

 
課題のあるところ 

 
国語 

 

・漢字を正しく読むことができる。 
・接続詞の意味を理解し、つなげた文
章を書くことができる。 

・主語、述語の関係を正しく読み取る
ことができる。 

 

・漢字を意味に応じて正しく表記することがで
きない。 

・語彙が少なく、意味を知らない言葉が多い。
熟語の漢字の組み合わせから、意味を類推す
る力が弱い。 

・問われていることに対する答えを、端的に書
き抜くことができない。 

 
算数 

 
・単純な小数や分数の計算が正しくで
きる。 

・分数の大きさの大小が分かる。 
・偶数、奇数に正しく分けることがで
きる。 

・合同な図形の対応する頂点や辺が分
かる。 

 
・多角形の内角の和を求める方法が正しく理解
できていない。 

・平均の答えが小数になる場合があることを知
らず、おおよその数に直している。 

・分度器の目盛りの見方を正しく習得しておら
ず、逆から目盛りを数えている。 


